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 名古屋大学は、日本有数の産業集積地である東海地区に、1939 年わが国最後

の帝国大学として産声を上げた。先行した旧帝国大学 6 校と比べて総合大学と

しての歴史は浅く、その規模も最小である。しかし、その「自由闊達」な学風

のもと、多くの先進的な研究と人材育成が進められ、産業界の卓越したリーダ

ーを輩出するとともに、今世紀に入り関係する 6 名の研究者がノーベル賞を受

賞した。また、アジア展開や女性教員の活躍では、他大学の追従を許さない傑

出した成果を上げている。 

 現在、名古屋大学は、中期的目標「NU MIRAI 2020」において「世界屈指の

研究大学になること」を基本目標として掲げている。大胆なマネジメント改革 

の下、次世代をリードする高度人材の育成と世界最先端の研究による真理の探 

 

 

 

究及びイノベーション創出を推進し、人類の平和と社会の持続的な発展への貢

献を目指している。今回の指定国立大学への申請では、この中期的目標に立脚

し、名古屋大学の強みを最大限に活かしながら、①世界最先端の研究拠点群形

成、②知識基盤社会の中核となる博士人材の育成、③キャンパスの国際化と海

外展開、④産業界と連携したイノベーション創出を実現するための構想を 10

年後の名古屋大学の姿として提示する。このために、シェアド・ガバナンスに

よる大学運営体制の確立、資源の好循環による財務基盤の強化、将来に向けた

マルチ・キャンパスシステムの樹立を目指す。以下に示す 7 つの取組が、名古

屋大学を世界屈指の研究大学に一気に引き上げる原動力となることを確信して

いる。 

 

 

名古屋大学の指定国立大学に向けた提案概要 
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